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総務委員会（分科会）次第

2026年６月15日（月）９：30～ 

第１委員会室 

１ 開 会 

２ 委員長あいさつ 

３ 協議事項 

(1) 付託・分担案件の審査について <２頁>

ア委員会審査

イ分科会審査

(2) 意見・要望のまとめについて

ア委員会意見・要望のまとめ

イ分科会意見・要望のまとめ

(3) 閉会中の継続審査申出について <４頁>

(4) 行政視察報告書について

(5) 市民との意見交換会について

４ 報告事項 

(1) 令和８年度固定資産情報検索システム搭載写真更新業務における業務内容の変更に

ついて

(2) オーバーホールによるはしご車の不在について

５ その他 

６ 閉 会 
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令和８年第４回豊岡市議会（定例会）議案付託表 

 

【 総 務 委 員 会 】 

  第62号議案 物件購入契約の締結について 

  第63号議案 市有財産の処分について 

  第64号議案 訴えの提起について 

  第65号議案 物件購入契約の締結について 

  第67号議案 豊岡市行政財産の使用料の徴収に関する条例の一部を改正する条例

制定について 

  第69号議案 豊岡市市税条例の一部を改正する条例制定について 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【 総 務 分 科 会 】 

  報告第４号 専決処分したものの承認を求めることについて 

   専決第６号  令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第13号） 

  第72号議案 令和８年度豊岡市一般会計補正予算（第１号） 

 

 

 

 

 

 

 

≪参考≫ 報告案件議案所管分 

 

【 総 務 委 員 会 】 

  報告第５号 令和７年度豊岡市繰越明許費繰越計算書について 
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地域づくり課参事 佐 伯 勝 巳 1

地域づくり課参事 三 宅 徹

多様性推進・ｼﾞｪﾝﾀﾞｰｷﾞｬｯﾌﾟ対策課長 原田紀代美 説明員計 23名

多様性推進・ｼﾞｪﾝﾀﾞｰｷﾞｬｯﾌﾟ対策課参事 道 下 一

議会事務局主幹 山 本 雅 彦

計 31名

議会事務局

市民部

副 委 員 長 太 田 智 博

2026年度　豊岡市議会総務委員会名簿 2026年6月15日(月)

【総務委員】

委 員 長 芹 澤 正 志

委 員

青 栁 順 子

竹 中 理

米 田 達 也

【説明員】  ※出席者に着色しています

議会事務局長

市長公室

城崎振興局

竹野振興局

市長公室長

日高振興局

行政管理部

選挙管理委員会・監査委員事務局

但東振興局

危機管理部 会計室

危機管理部長

消防本部

総務部 消防長

消防本部次長兼総務課長

消防本部参事兼警防課長

行政管理部長

【担当事務局職員】

くらし創造部

くらし創造部長

出石振興局
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2026 年 度  総 務 委 員 会 の 重 点 調 査 事 項 

 

１ 基本構想と市政運営について 

 

２ 地方創生施策の推進について 

 

３ 移住定住・人口減少対策について 

 

４ 地方財政及び行財政改革について 

 

５ 公共施設マネジメントについて 

 

６ 自治体ＤＸの課題と推進について 

 

７ 消防行政の推進について 

 

８ 地域コミュニティの推進について 

 

９ ジェンダーギャップ解消の推進について 
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午前９時２３分委員会開会 

○委員長（芹澤 正志） それでは、皆さん、おはよ

うございます。 

 皆さんおそろいになりましたので、ただいまから

総務委員会を開会いたします。 

 突然なんですけど、昨日、少年野球の但馬大会の

準決、決勝があったんですけども、いつも球審して

る私が張り切って１塁審して、ライトオーバーのホ

ームランを打ったとき、玄武洞公園なんで、最後ま

で追い切らなきゃいけないんですよね。子供と一緒

に走ってたら、かかとを何か途中でこつんとやりま

して、負傷しました。かかとだけが痛いんで、多分

日にち薬で治ると思うんですけども、やっぱりふだ

んの運動不足が響いてるなと思いました。 

 それでは、今日は委員会と分科会ということで、

できるだけスムーズに進みますように、皆様、ご協

力、よろしくお願いいたします。 

 それでは、本日は税務課及び消防本部から報告事

項がございますので、委員の皆さんはご承知おきを

お願いします。 

 委員の皆さんはＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダー、ホーム、総務委員会、総務２０２６０６１５

ですね、今日は。本日の委員会のフォルダーです。

そこに本日の委員会の資料を配信しております。 

 委員の皆さん並びに当局の皆さんは、質疑、答弁

に当たりましては、要点を押さえ、簡潔明瞭に行っ

ていただきまして、スムーズな議事進行にご協力を

お願いいたします。 

 なお、委員会及び分科会での発言は、委員長、分

科会長の指名の後、マイクを使用して、課名と名字

を名のってから行っていただきますようお願いい

たします。 

 それでは、これより、３の協議事項、（１）の付

託・分担案件の審査について、アの委員会審査に入

ります。 

 まず、第６２号議案、物件購入契約の締結につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 危機管理課、松岡課長。 

○危機管理課長（松岡 久雄） それでは、議案書の

６５ページをご覧ください。第６２号議案、物件購

入契約の締結についてご説明いたします。 

 本件につきましては、消防団に配備しております

資機材のうち老朽化した消防ポンプ自動車３台と

小型動力ポンプ３台を更新することについて、議会

の議決をお願いするものでございます。 

 契約の方法は随意契約。契約の金額は、消費税込

みで８，９５８万４，０００円となります。 

 今年度更新を予定しております消防ポンプ自動

車３台は、１９年を経過しました城崎消防団第４分

団あさひ班の消防ポンプ自動車と、但東消防団第２

分団及び但東消防団の第５分団の消防ポンプ自動

車となります。 

 また、小型動力ポンプ３台につきましては、２２

年を経過しております日高消防団の第１分団と日

高消防団の第３分団及び日高消防団の第９分団の

３台という形になります。 

 その他につきましては記載のとおりでございま

す。 

 説明は以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 どうぞ。 

○副委員長（太田 智博） すみません、副委員長の

立場で、１つだけ確認させてください。 

 小型動力ポンプって、これ、交換したときに古い

やつって各自治会が、例えば欲しいとかって言われ

た場合に、その自治会に譲渡というか、できるんで

しょうか。 

○委員長（芹澤 正志） 課長、どうぞ。 

○危機管理課長（松岡 久雄） 全くそのとおりでご

ざいまして、希望を募りまして、そのように自主防

災組織のほうにという形になります。 

○副委員長（太田 智博） 分かりました。ありがと

うございます。 

○委員長（芹澤 正志） よろしいですか。 

 そのほかございませんか。 

 どうぞ、福田委員。 
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○委員（福田 嗣久） １つだけよろしいか。 

 ポンプ自動車ですけど、今、聞いておりましたら

１９年とかいう話やったけども、大体１７、８年、

９年で更新ですか。 

○委員長（芹澤 正志） 松岡課長。 

○危機管理課長（松岡 久雄） 現在は、大体早くて

も１９年ぐらいが一つの目安になってはおります。 

○委員長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） なるほど。分かりました。今、

中古車市場は相当高いんで、その後はどないされま

すん。その後いうんか、その古い車の処理、処置。 

○委員長（芹澤 正志） 松岡課長。 

○危機管理課長（松岡 久雄） 一応、入札に当たり

まして、その古い分については官公庁のオークショ

ンで処分させてもらっているという形になってお

ります。以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それは豊岡市のオークション

ですか。どう言われましたかいな。官公庁。 

○委員長（芹澤 正志） 松岡課長。 

○危機管理課長（松岡 久雄） それは豊岡市がやっ

ています。 

○委員（福田 嗣久） 多分高う売れましょう。 

○危機管理課長（松岡 久雄） それはそのときにな

ると思いますけど。 

○委員（福田 嗣久） 上手に引き上げて、処分して

ください。多分海外に行くと思うし、非常に今は中

古車市況が高いし、ほとんど、かなり低い車でも海

外で高う売れとるんで、入札だからなかなかだけど。 

○委員長（芹澤 正志） よろしいですか。 

 そのほかありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ご異議なしと認めます。よ

って、第６２号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次は、第６３号議案、市有財産の処分についてを

議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 生活環境課、植田課長。 

○生活環境課長（植田 孝志） それでは、第６３号

議案、市有財産の処分についてご説明いたします。

議案書の６７ページをご覧ください。 

 本案は、北近畿豊岡自動車道、豊岡道路Ⅱ期整備

事業に伴いまして、市有財産を処分しようとするも

のであり、豊岡市議会の議決に付すべき契約及び財

産の取得又は処分に関する条例の規定により議会

の議決を求めるものです。 

 処分する財産は、旧豊岡清掃センターの一部で、

豊岡市岩井字本井５３番１ほか１筆。１万１，７５

４．６平方メートルの土地です。 

 処分予定価格は、９，３９１万９，２５３円です。 

 相手方につきましては議案記載のとおり、国土交

通省ということになります。 

 ６９ページに位置図等を添付していますので、ご

清覧ください。 

 なお、この６９ページの処分予定範囲図、下のほ

うにあると思うんですけども、そこの赤色着色部分

が今回の対象とする土地になるんですけども、一部、

ちょっと緑色で着色されている土地があると思い

ます。この土地につきましては、次の第６４号議案

の訴えの提起についての対象となっている土地で

ありまして、本来なら、本議案の土地と一体的に売

却処分するべきではあるんですけども、現状、市へ

の所有権移転登記が未了となっているため、今のと

ころでは売却できない状態にあります。 

 したがいまして、所有権移転登記手続が完了し次

第、本案件と同じ北近畿豊岡自動車道整備事業のた

めに国土交通省のほうへ売却する方針であること

を申し添えいたします。 

 説明は以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 
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 質疑はありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 官官で買収していただくいう

ことですけど、この価格は基本的にはどこで算定さ

れてる価格ですか。 

○委員長（芹澤 正志） 植田課長。 

○生活環境課長（植田 孝志） この価格につきまし

ては、国土交通省のほうからご提示いただいてる金

額というふうになります。 

○委員長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 国土交通省から提示されてる

価格ですけども、土地の評価の基本はどこから出て

くる。ちょっと教えてもらいたいなと思うんだけど。 

○委員長（芹澤 正志） 植田課長。 

○生活環境課長（植田 孝志） 市のほうが土地を売

る場合には鑑定を取ったり、あとは、鑑定を取らな

い場合であったとしても、固定資産税の評価額など

を参考にして、価格というのは出してるんですけど

も、ちょっと今回につきましては、国土交通省のほ

うからご提示いただいてる金額なんですけども、同

じような形で試算されているのだろうというふう

には思っております。以上です。 

○委員（福田 嗣久） 分かるような分からんような

話だけど。要するに、国交省がこれでということで

言われるわけやな、基本的には。そういうことか。

まあ、よろしい。 

○委員長（芹澤 正志） ほか、ないですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ご異議なしと認めます。よ

って、第６３号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次は、第６４号議案、訴えの提起についてを議題

といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 生活環境課、植田課長。 

○生活環境課長（植田 孝志） それでは、第６４号

議案、訴えの提起についてご説明いたします。議案

書の７１ページをご覧ください。 

 本案は、旧豊岡清掃センター用地内の１筆につき

まして、登記名義人の相続人である相手方に対し、

時効取得を原因とする所有権移転登記手続を求め

て訴えを提起しようとするものであり、地方自治法

の規定により議会の議決を求めるものです。 

 当該土地は、当時の北但衛生一部事務組合が平成

元年に相続人の１人と売買契約を締結して取得し

ようとしましたが、相続人が多数に上り、登記手続

が困難であったため所有権移転登記が未了となっ

ています。 

 平成２年２月２８日、豊岡清掃センターとして竣

工し、公有財産として管理、占有していたもので、

豊岡市が権利義務を承継し、引き続き占有し、平成

２８年６月１日、供用廃止後も旧豊岡清掃センター

用地として現在に至っております。 

 相続人が１４８人となっており、全員から登記承

諾書等の提出は現実的に困難でありまして、手続を

円滑に進めるために、平成２年２月２８日、時効取

得を原因とする所有権移転登記手続を求める訴え

を提起しようとするものです。 

 訴訟に関する取扱いについては、控訴、上告、和

解等、この訴訟に関する全ての事項の実施について

は市長に一任することとするものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ご異議なしと認めます。よ

って、第６４号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次は、第６５号議案、物件購入契約の締結につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 消防本部、土肥部参事。 

○消防本部参事（土肥  貢） それでは、議案書の

７９ページをご覧ください。第６５号議案、物件購

入契約の締結についてをご説明申し上げます。 

 本案は、豊岡消防署配備の消防ポンプ自動車を更

新するものであり、契約方法は制限付一般競争入札

で、契約金額は７，３７０万円、消費税込みとなっ

ております。 

 その他につきましては、記載のとおりでございま

す。 

 以上、説明を終わります。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） よろしいですね。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ご異議なしと認めます。よ

って、第６５号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次は、第６７号議案、豊岡市行政財産の使用料の

徴収に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 資産活用課、上阪課長。 

○資産活用課長（上阪 善晴） それでは、８３ペー

ジをご覧ください。第６７号議案、豊岡市行政財産

の使用料の徴収に関する条例の一部を改正する条

例制定についてご説明いたします。 

 本案は、市民の利便性の向上と自主財源確保のた

め、これまで使用期間の最小単位を１か月としてい

たものを、普通財産貸付けの規定に合わせて、１５

日以下までは日割りでの使用許可ができるよう所

要の改正を行うものです。 

 ８６ページをご覧ください。条例案要綱によりご

説明いたします。１の改正の内容ですが、使用料の

算定について、日割りによる算定、端数処理等の規

定を整備することとしています。 

 ２の附則で、この条例は令和８年７月１日から施

行することとし、施行の日以後、使用を許可する行

政財産の目的外使用について適用することとして

います。 

 説明は以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） これ、行政財産ってなってま

すけど、具体的にはどの辺りの施設のことなんでし

ょうか、お聞きします。 

○委員長（芹澤 正志） 上阪課長。 

○資産活用課長（上阪 善晴） 今、思っております

のは、文化会館が休館となっておりまして、施設の

駐車場を日割りで利用いただくことを想定してお

ります。 

○委員（須山 泰一） 文化会館の駐車場。 

○委員長（芹澤 正志） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。 

○委員長（芹澤 正志） ほか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それだけですか。行政財産の

有効利用ということで、理解はしてるんですけども。

そのほか、対象物件はないんですか。 

○委員長（芹澤 正志） 上阪課長。 

○資産活用課長（上阪 善晴） 今、当面想定してる

のはそこなんですけど、ほかにも余裕のスペースみ

たいなものがあれば日割りでお貸しできると思う
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んですけど、今、需要があるのは、例えば豊高での

保護者の駐車場で一日貸してほしいというのがあ

るように聞いておりますので、想定はそこをしてお

ります。 

○委員（福田 嗣久） よろしい。 

○委員長（芹澤 正志） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ご異議なしと認めます。よ

って、第６７号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次は、第６９号議案、豊岡市市税条例の一部を改

正する条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 税務課、塚本課長。 

○税務課長（塚本 尚見） １０１ページをご覧くだ

さい。第６９号議案、豊岡市市税条例の一部を改正

する条例制定についてご説明いたします。 

 本案は、地方税法の改正に伴う所要の規定の整備

を行おうとするものです。 

 次に、１０８ページをご覧ください。内容につき

ましては、条例案要綱によりご説明いたします。 

 １の改正内容ですが、（１）では、個人の市民税

について、公的年金等受給者の扶養親族等申告書を

提出しなければならないものの範囲を拡大するこ

ととしております。所得税と個人住民税の課税ベー

スが異なるため、現在の規定では個人住民税の賦課

決定に必要な情報が得られない場合が生じ得るこ

とから、所得税における扶養親族等申告書の提出が

不要な場合であっても、個人住民税の賦課決定に必

要な情報が得られるよう、提出義務の範囲を拡大す

るものです。 

 （２）では、固定資産税における免税点について、

家屋にあっては２０万円を３０万円に、償却資産に

あっては１５０万円を１８０万円に引き上げるこ

と。 

 （３）では、個人の市民税について、住宅借入金

等特別税額控除の対象を、居住年が令和１２年まで

のものとし、適用期限を令和２５年度まで延長する

こと。 

 （４）では、個人の市民税における優良住宅地の

造成等のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡

所得に係る課税の特例について、譲渡した土地等が

その譲渡をしたときにおいて、地すべり防止区域、

急傾斜地崩壊危険区域、土砂災害特別警戒区域、ま

たは浸水被害防止区域内にある場合には、本特例措

置の適用ができないこととすること。 

 （５）では、個人の市民税における所得割の納税

義務者が特定暗号資産の譲渡をした場合には、当該

特定暗号資産の譲渡による事業所得、譲渡所得及び

雑所得については、他の所得と分離して、１００分

の３の税率により所得割を課すること。 

 その他、所要の規定の整備を行っております。 

 ２の附則において、（１）で、この条例の規定ご

とに施行期日を定めることを、（２）で、個人の市

民税について、所要の経過措置を定めることを、（３）

で、固定資産税の免税点の引上げに係る規定は、令

和９年度以後の年度分の固定資産税について適用

することとしています。 

 説明は以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ご異議なしと認めます。よ
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って、第６９号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午前９時４５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時４６分 分科会開会 

○分科会長（芹澤 正志） 分科会を開会します。 

 それでは、これより、３の協議事項、（１）付託・

分担案件の審査について、イの分科会審査に入りま

す。 

 まず、報告第４号、専決処分をしたものの承認を

求めることについて、専決第６号、令和７年度豊岡

市一般会計補正予算（第１３号）を議題といたしま

す。 

 報告第４号、専決第６号中、当分科会に審査を分

担されましたのは、所管事項に係る歳入歳出予算補

正、繰越明許費補正及び地方債補正についてであり

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 財政課、真狩部次長。 

○行政管理部次長（真狩 直哉） 議案書の５ページ

をご覧ください。専決第６号、令和７年度豊岡市一

般会計補正予算（第１３号）です。 

 本案につきましては、地方自治法の規定により３

月３１日付で専決処分したものです。 

 第１条で歳入歳出それぞれ３億７，０９４万７，

０００円を追加し、総額を５５８億８，６３５万７，

０００円とするものです。 

 第２条で繰越明許費の変更、第３条で地方債の変

更を行っています。 

 本補正予算は令和７年度予算の最終補正で、歳入

は、地方譲与税、各種交付金、特別交付税の額の確

定による補正と市債の借入額の確定等による補正

です。 

 歳出につきましては、基金積立てのほか、雪害対

策事業費の減額、市債利子の減額、市債の額の確定

等による財源更正です。 

 １０ページをご覧ください。繰越明許費の補正で

す。非常備消防事業において、年度内実績により翌

年度への繰越明許費を減額しています。 

 １１ページ、１２ページをご覧ください。地方債

の補正です。バス交通対策事業費をはじめ、１９事

業について事業費の実績に基づき増減を行い、借入

限度額を合計で７，０６０万円減額し、４１億２，

２５０万円としています。 

 ３１ページをご覧ください。歳出です。一番上、

基金管理費のうち財政調整基金積立金の３億６，０

００万円です。この積立金のうち１億円は、芸術文

化観光専門職大学に対して行った８億円の寄附に

係るものです。８億円の寄附金は支出済みではあり

ますが、予定どおり８億円相当額まで積み立てるこ

ととしており、今回で最終となります。 

 財政調整基金積立金の残る２億６，０００万円と

地域振興基金積立金２億４，０００万円につきまし

ては、令和８年度に豊岡病院組合へ貸付けを行うに

当たって、それぞれの基金から繰入れを行うことと

しているため、繰入れの割合に応じて積立てを行う

というものです。 

 その下の森林環境基金積立金は、額の確定に伴う

ものです。 

 次に、３９ページをご覧ください。一番下の枠の

市債利子を１２７万３，０００円、一時借入金利子

を２００万円、それぞれ減額しています。 

 続きまして、歳入です。前に戻っていただき、１

９ページをご覧ください。一番上の枠、地方揮発油

譲与税から２３ページの一番下の枠、交通安全対策

特別交付金まで、それぞれ交付額が確定いたしまし

たので、今回補正をしています。 

 その交通安全対策特別交付金の１つ上の枠、地方

交付税で特別交付税です。１億８，８６０万５，０

００円を増額し、総額で約３１億円となりました。 

 次に、２５ページ、上から２つ目の枠、県支出金

の市町振興支援交付金は、交付額の確定により減額

するものです。 

 一番下の枠、１段目の財政調整基金繰入金の減額

ですが、一般財源の不足分として繰り入れていたも

のを１億３，８００万９，０００円減額するもので

す。 
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 なお、当初予算編成時に財源不足分として１５億

円を繰り入れることとしていました。今回の減額に

より、最終的には財源不足分について取り崩さなく

てもよいという状況になりました。 

 公共施設整備基金、地域振興基金は額の確定によ

る減額です。 

 次に、２７ページ、一番上の枠です。諸収入の雑

入で、デジタル基盤改革支援補助金の減額は、さき

に記者発表も行った、未申請だった補助金の減額と

いうことになります。兵庫県市町村振興協会市町交

付金は、宝くじの収益による交付金で、額の確定に

より増額するものです。 

 その下の枠からの市債につきましては、借入額の

確定による補正です。１９事業、２４件について変

更を行っています。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 財政調整基金を減額して、繰

り入れなくても済んだということは非常によかっ

たなという面は感じております。 

 ちょっと教えていただきたいんですけども、歳入

の、どこだったかな、ちょっと待ってよ、６ページ

で、歳入の４番、５番の配当割交付金、それから、

株式等譲渡所得割交付金、これが令和７年度ぐらい

で最高になってると思うんですけれども、どこと比

較したらいいんかな、コロナ前ぐらいと比較したら、

もうかなり増えとると思うんですけれども、いかが

ですか。ちょっと分かれば教えてください。 

○分科会長（芹澤 正志） 真狩部次長。 

○行政管理部次長（真狩 直哉） すみません、ちょ

っと資料を確認しますので、後ほど答えさせていた

だきます。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） そうですね。多分ですけども、

５倍もなってるんじゃないかなという気がして、昨

年、令和７年度ぐらいで最高になってきて、今年度

もかなり増えると思っておるんですけども、これを

見ると、補正予算で配当割交付金が９，０００万円

だから、３０％以上増える格好になるわな、予算に

対してですよ。それから、株式等譲渡所得割が、こ

れも５０％ぐらい増えとる格好になってます。それ

から、利子割交付金はまだ知れてますけど、利子割

もこれからまた増えてくると思うんで、ありがたい

なという気がしてるんですけども、その低い時分の、

低調な時分からしたら大分増えてると思うんで、ち

ょっとその資料を遡って、また事後でよろしいんで、

教えてください。どれぐらい増えてるんかなという

気がするんで、よろしくお願いします。後でよろし

いんで。 

○行政管理部次長（真狩 直哉） 後ほど、そしたら、

資料で出させていただきます。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかにありませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 賛否の確認をいたします。本件について、賛成と

する方は挙手をお願いします。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（芹澤 正志） 全員賛成と認めます。 

 次は、第７２号議案、令和８年度豊岡市一般会計

補正予算（第１号）を議題といたします。 

 第７２号議案中、当分科会に審査を分担されまし

たのは、所管事項に係る歳入歳出予算補正、債務負

担行為補正及び地方債補正についてであります。 

 当局の説明は、まず、財政課から全体概要を含め

て説明を、その後、組織順で、各担当課から歳出及

び歳入等を続けて説明願います。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

っしゃってください。質疑は説明が終わった後に、

一括して行います。 

 それでは、順次説明願います。 

 財政課から、真狩部次長。 

○行政管理部次長（真狩 直哉） 議案書１３１ペー

ジをご覧ください。第７２号議案、令和８年度豊岡

市一般会計補正予算（第１号）です。 

 第１条で歳入歳出それぞれ３億６，９５７万６，

０００円を追加し、総額を５２１億１，９５７万６，

０００円とするものです。 
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 第２条で債務負担行為の追加、第３条で地方債の

追加及び変更をしています。 

 １３４ページをご覧ください。債務負担行為の追

加は、市有施設照明設備ＬＥＤ化業務など、１０の

事項について限度額１８億２万５，０００円を追加

するものです。 

 次に、１３５ページです。地方債補正です。上段

は追加、その下は変更で、追加、変更合わせて、限

度額を４，９３０万円増額するものです。 

 概要ですが、緊急やむを得ない事業費の増減のほ

か、但東クロスプロジェクト、自動運転、最高裁判

決による生活保護費の追加支給、但東小・中学校整

備事業費などの追加を行っています。 

 また、物価高騰対策として、市内医療機関等への

支援金、プレミアム付商品券の追加を計上していま

す。 

 財源につきましては、国県支出金、市債などの特

定財源を増額しているほか、一般財源につきまして

は、財政調整基金を充てることとしています。 

 概要は以上となります。 

 続いて、財政課分ですが、歳出につきましてはあ

りません。 

 歳入です。１４３ページをご覧ください。上から

３つ目と４つ目、環境性能割交付金と地方特例交付

金です。税制改正により環境性能割が廃止され、そ

の減収分については地方特例交付金で補填される

こととなったものです。 

 １４５ページ、上から４つ目の枠、地方創生臨時

交付金は、概要で説明した市内医療機関等への支援

金、プレミアム付商品券の追加に充てるものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 秘書広報課、藤本次長。 

○市長公室次長（藤本  充） 議案書の１５１ペー

ジをご覧ください。上から１段目の情報発信強化事

業費でございます。 

 本事業は当初予算での対応を想定しておりまし

たが、事業内容の再構築を行う過程で、より効果的

な情報発信手法について改めて検討を進めてまい

りました。検討の中で、オンラインのプレスリリー

ス配信サービスであるＰＲ ＴＩＭＥＳにつきま

しては、ページビューの数や転載件数からその有効

性を確認したものの、配信件数に対する費用対効果

を精査した結果、従来の定額契約を見直し、配信ご

との契約へと運用の見直しを行いました。これによ

り、必要なタイミングで効果的に活用する形へと再

構築をいたしました。あわせて、戦略的な情報発信

の実効性を高めるため、ＰＲ ＴＩＭＥＳから講師

を招いた職員研修を実施し、発信力の底上げを図る

予定としております。 

 こうした取組は、年度当初から切れ目なく実施す

る必要があることから、広告料や配信手数料などの

経費として、合計１４４万９，０００円を予算化す

るものでございます。 

 秘書広報課は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 続いて、経営企画課、浪

華課長。 

○経営企画課長（浪華  誠） 経営企画課の補正予

算についてご説明します。 

 議案書の１５１ページをご覧ください。歳出予算

になります。上から３つ目の枠の企画調整費です。

事業委託料の自動運転バス実証運行事業委託料９

９０万円の増額です。委託の内容としましては、将

来的なグリーンスローモビリティや自動運転バス

の運行が構想されております城崎温泉街において、

レベル４で走行可能な自動運行システムを搭載し

た自動運転バスを、オペレーターが乗車した状態の

レベル２で試験運行する事業に要する経費となり

ます。予定では、城崎温泉駅前から城崎国際アート

センターまでのルートを、８月から９月の間で約１

か月間、試験運行を行う予定としております。 

 続きまして、１４５ページをご覧ください。歳入

予算になります。一番上の枠、２行目の観光地の面

的受入れ環境整備促進事業費補助金６６０万円の

増額は、先ほど説明しました自動運転バスの実証運

行事業に充当するものとなります。 

 ４つ下の枠になります。地域未来交付金のうち地

域未来推進型につきましては、２，１８７万円の減

額です。市が行っておりますあらゆる分野の事業の
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中から、本交付金の対象となり得る事業を選定しま

して、大きく３つの事業としてまとめて、総額１億

３，８６４万８，０００円を国に交付申請をしまし

た。４月６日付で国からの交付決定通知がありまし

て、３つのうち１つの事業が不採択となったことに

伴う減額補正となります。 

 なお、減額分につきましては、財源更正により一

般財源に振り替えて事業実施することとしており

ます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） ＤＸ・行財政改革推進課、

橋本課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） 歳出、

歳入の順に説明いたします。 

 まず、１５１ページをご覧ください。企画費の中

段、企画調整費です。本市が進める但東クロスプロ

ジェクト関連、２件についてです。 

 １件目は、但東地域における行政サービスの利用

環境整備を目的として、商業施設にキオスク端末、

証明書交付機能付コピー機を設置いたします。場所

及び、それから設置基準について具体的な条件が固

まりましたので、設置に係る建物借り上げ料１２万

４，０００円と消耗品費１５万円を追加でお願いす

るものでございます。 

 続いて、２件目は業務委託料として、地域の持続

可能性の確保に向けた郵便局の利活用推進事業に

関する経費１，８７４万４，０００円を計上してお

ります。本件は総務省の実証事業に取り組むための

経費で、深刻な人口減少が進む但東地域において、

住民生活を支えるサービスを維持するため、郵便局

を地域のコミュニティハブとして利活用する実証

実験を行いたいと思っております。 

 現在、今月末の企画提案書提出に向け、準備を進

めていますが、事業が採択された場合には、今年８

月中下旬から来年１月までの期間、但東地域の３局

を対象に、郵便局車両を活用した買物支援や郵便局

員による見守り活動や相談対応、郵便局における行

政手続の取次ぎ、郵便局舎の空きスペースを活用し

た多様な交流機会の創出に資する実証を行い、郵便

局の機能やスペース、人的リソースを生かした持続

可能な地域運営の在り方を検証してまいります。 

 次に、その下段、行政情報化推進事業費です。情

報格差対策として本市が設置管理する携帯基地局

のうち、民有地を借り上げている奥野局、それから、

竹野の椒局の２地点について、借地契約が本年９月

末に満了を迎えるため、契約を更新するため土地借

り上げ料４１万１，０００円を計上しています。な

お、契約期間は現契約同様、２０年を予定しており

ます。 

 続いて、クラウド使用料ですが、現在、６１施設、

８１か所で運用している電子錠について、コールセ

ンターの運用経費として１９万８，０００円を計上

しております。これは現在発生している通信トラブ

ル等への夜間、休日対応により利用者を長時間お待

たせしてしまうという課題を解消するためのもの

で、９月末まではトライアル期間として無償利用で

きていますが、１０月以降もコールセンターを運用

することで、全ての利用者が安心して施設を利用で

きる環境を整えておきたいと考えています。 

 その下、ＤＸ推進事業費です。内訳は地域活性化

起業人の派遣、受入れに係る負担金２０万円です。

具体的には、ＫＤＤＩと締結している包括連携協定

に基づく人材派遣に係る負担金であり、制度拡充に

よる単価増に対応するものです。なお、本経費につ

いては全額特別交付税措置となります。 

 次に、歳入の説明をさせていただきます。まず、

１４５ページをご覧ください。国庫支出金、最下段

の地域未来交付金です。説明の中段、デジタル実装

型１２万５，０００円が、先ほどご説明した但東地

域のキオスク端末設置に係る交付金の増額分です。

交付率は２分の１です。 

 次に、１４７ページをご覧ください。諸収入の雑

入です。まず、上から２つ目の受託料は、先ほど説

明させていただきました郵便局の利活用推進事業

費に係る受託料１，８７４万４，０００円でござい

ます。また、最上段の複写料１１万７，０００円、

それから、最下段の手数料２万２，０００円につき

ましては、キオスク端末設置に伴うコピー機使用料
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と公的証明書発行手数料であります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 続いて、総務課、大形課

長。 

○総務課長（大形 昌民） １５０ページ、１５１ペ

ージをご覧ください。目、財産管理費の右側、説明

欄、庁舎管理費です。本庁舎の電気設備の定期点検

において、高圧ケーブルの重大な絶縁不良が判明し

たため、高圧ケーブルの更新及び関連工事費を増額

するものです。 

 続きまして、歳入です。戻っていただき、１４６

ページ、１４７ページをご覧ください。繰入金の右

側、説明欄の２行目、公共施設整備基金繰入金です

が、このうち２，０９０万円につきましては、歳出

で説明しました本庁舎の高圧ケーブルの更新工事

の財源として充当しています。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 地域づくり課、宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 議案書の１５０ペ

ージをご覧いただきたいと思います。中ほどの枠に

なりますが、地域コミュニティ推進費の歳出となり

ます。 

 その右側、１５１ページをご覧いただきたいと思

います。負担金、補助及び交付金といたしまして、

説明の欄に記載いたしておりますコミュニティ助

成事業助成金２５０万円を計上させていただいて

おります。こちらにつきましては、一般財団法人自

治総合センターのコミュニティ助成事業の採択を

今年３月に受け、コミュニティ活動に係る必要な備

品の購入に対して補助しようとするものでござい

ます。具体的には、豊岡地区コミュニティセンター

におきまして、豊岡地区コミュニティ組織、とよお

かコミュニティ３１ですが、こちらがホワイトボー

ドを購入されることに対しまして、２５０万円を補

助するというものでございます。このホワイトボー

ドにつきましては、日常、ふだんも使えますし、イ

ベントの際も使える、さらに、災害が発生したとき

に避難者同士のパーティション代わりとしても使

うというふうなことで利用を考えておられるとい

うふうに聞いております。 

 次に、歳入ですが、１４６ページをお願いいたし

ます。こちら、一番下の枠、雑入となります。右の

ページ、１４７ページの説明欄にあります補助金、

交付金といたしまして、コミュニティ助成事業助成

金２５０万円計上させていただいております。先ほ

ど説明させていただきましたコミュニティ事業補

助金と同額が自治総合センターから交付されると

いうことになっております。 

 説明につきましては以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 続いて、税務課、塚本課

長。 

○税務課長（塚本 尚見） １４２ページをご覧くだ

さい。歳入です。一番上の段の市税の項が、軽自動

車税の環境性能割については全額減とし、その下の

段の項が、旧法による税の環境性能割につきまして

は４３３万３，０００円としております。軽自動車

税の環境性能割につきましては、令和８年４月１日

に廃止となりました。しかしながら、環境性能割は

県に納付され、その後、県から市に支払われること

から、令和８年２月と３月に購入されました軽自動

車税に係る環境性能割につきましては、令和８年度

の税収となります。当該税目は既に廃止されており

ますので、旧法による税の中にこの２か月分の環境

性能割を計上するものです。 

 税務課からは以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 取りあえず、今、但東の郵便

局のやつですけども、１，８７４万円って出てて、

補正予算の概要の資料を見てでは、具体的にどうい

うところに費用を使うんかなというのが、どっかで

説明されてるかもしれないですけど、ちょっと資料

では分からんかったんで、教えていただきたいです。 

○分科会長（芹澤 正志） 橋本課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） 費用１，

８７４万４，０００円の内訳なんですけども、次の

ものを想定しています。まず、但東３局においては、
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中山局では買物支援ということで、郵便局車両を活

用した買物支援を想定しています、現段階で。高橋

地区における久畑郵便局においては、郵便局員さん

が地域に出かけていって、地域の見守りとか巡回と

かしていただく、あわせて、郵便局の窓口では区長

さんや農会長さんの書類を一時受けしてもらった

りとかという行政サービスを想定しています。また、

但東合橋局においては、かつて集配機能がありまし

たときのスペースがございますので、そちらのほう

で住民の方が集っていただけるような健康教室で

あるとか、スマホ教室を開く中で、郵便局舎に人が

来ていただくことによって、３局それぞれの接点づ

くりを想定しています。 

 経費につきましては、主には人件費相当分、それ

から、各施設の使用料等々を想定しています。 

 まだ応募については提案の詳細を詰め切れてお

りませんで、検討中でございます。経費も全額国庫

といえども、経費節減をしながらもう少し絞り込ん

だ形で提案していきたい、そう考えております。以

上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 人件費とかっていうことです

ね。分かりました。 

 確かに中山ではスーパーがなくなって、買物難民

が出てるというようなことで、社協さんなんかが動

いて、京都のほうに月１回、買物に出るツアーがあ

ったり、移動販売なんかも養父のマックスバリュが

来とったんかな、何かそんなんあったけど、それが

なくなって。そういうとこも支援してほしいと思い

ますし、そうですね、車両は対象になるんですか、

さっきの。 

○分科会長（芹澤 正志） 橋本課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） 当然、

車両についても借り上げ料が対象となりますので、

経費の中には当然含まれるものです。 

○分科会長（芹澤 正志） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） そうですね。 

 あと、自動運転の関係では、財源のとこに新しい

のを何か、観光地の面的受入れ何とかいう、そうい

うのがあるんですね、１４５ページかな。観光地の

面的受入れ、環境整備促進事業費補助金は、これ、

６６０万円、城崎の自動運転に使われるということ

ですね。 

 いや、というのは、総務委員会で視察に行った佐

賀県嬉野市でも面的観光地じゃないですか、あそこ

も、嬉野温泉が。面的どうのこうのっていう説明が

あって、あんまり聞いたことない言葉だな思ってた

けど、向こうもそういうのを使っとんかなとか思っ

たわけですけど、これは運転手不足対応じゃなくて、

観光施策の面が強いかなと思いましたが、いかがで

しょうか。 

○分科会長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○経営企画課長（浪華  誠） 本年度につきまして

は、観光庁の、今、委員ご説明いただいたこの補助

金、３分の２の補助率の補助金なんですけど、これ

を使わせていただいて、何ていいましょうか、オー

バーツーリズム、城崎、たくさんのインバウンドで

すとか、観光客の方も見えておりますので、何とか

温泉街中心部への車両の流入抑制とかを進めるた

めにも自動運転バスというのが将来的には有効で

はないかっていうことで、今年度につきましては観

光庁の補助金を予定していますが、私も同行させて

いただいた嬉野市辺りはたしか国交省の補助金で

すとかを使っておられたと思いますので、今年度、

試験運行ということで、レベル２で実証運行をさせ

ていただくんですけど、次年度以降につきましては、

例えばこの観光庁の補助金であったり、国交省の補

助金であったり、有効な手だてを探していきながら

使っていきたいと思っております。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。うま

くいけばいいなと思ってますけど、どうでしょうか

ね。 

○経営企画課長（浪華  誠） ありがとうございま

す。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかにありますか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 郵便局の件を少し聞かせてい
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ただきますけども、これ、総務省の補助が１０分の

１０ということでしたけども、１，８７４万円か。

基本的な流れとしては、これは総務省が郵便局の利

活用に対するこういう実証をやりたいんで、どっか

の市町がございませんかということからスタート

ですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 橋本課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） ありが

とうございます。どちらかというと、総務省は活用

事例を集めたいといいますか、優良事業を起こした

いので、提案をしてきてくれというような、そうい

う事業構えになると思います。 

○委員（福田 嗣久） なるほど。なら、そこへ豊岡

市が応募してということですね。 

 それで、今、説明を聞いておりまして、買物支援

で車を出す費用、それから、郵便局が見回りをする

人件費、もう一つは何だったかいな、合橋の場所が

広いんで利活用というようなことでしたな。そこへ

この予算を使って、切り詰めるけども、費用を出し

ましょうということで、それは別に悪いこっちゃな

いなと思って聞いてるんですけども、中山の郵便局

で買物支援、それから、久畑の郵便局で見回り活動

ということでしたけども、今現在、中山でも久畑で

も合橋でも、基本的にはそこの地域の拠点としては

コミュニティセンターがありますわね。それと、そ

こら考えて、二重拠点にしても意味があるのかなと

いうことが一つあるのと、拠点をちょっと２つ取っ

ても意味があるのかなと。郵便局のマンパワーがほ

とんど、見たら２人ほどしかいらっしゃらないんで、

マンパワー対応ができるのかなと。実証を集めてい

きたいという、総務省のことは分かるんですけども、

そんな気がして聞いておったんですけども、その辺

はどのようなご見解があるんでしょうかね。 

○分科会長（芹澤 正志） 橋本課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） 委員ご

指摘のとおり、２点、ご質問をいただいたというふ

うに考えています。 

 その前段に、私たち、日本郵便さんと協議をスタ

ートさせてるわけですけども、一つは人口減少下に

あって、どちらとも担い手不足がもう先々見えてき

ているという中で、お互いが使い合うというか、掛

け合わせることも考えられるんじゃないかという

議論をスタートしています。ですので、もう少し、

１０年、２０年の先の話ではありますけども、そう

いったところを見据えた中で、今、何ができるかな

ということでお話をスタートさせていただいてま

す。 

 拠点の話もいただきました、郵便局があり、コミ

ュニティがありということですけども、最終的には

地域に公共的サービスを残していこうとすれば、よ

り効率化を図らなきゃいけないということがあり

ます。サービスもそうですし、施設も掛け合わせて

いく、そんな絵姿が見えてくるのかなというふうに

思っていますので、最終的にはそういう方向に行く、

そのためのファーストステップになってございま

す。 

 それから、次の人的リソースの話でございますけ

ども、まさにそのとおりで、一人一役で済んでいる、

こういう時代がもう既に、これ、一人二役、三役、

担っていかないといけないというふうな将来が見

えてるときに、どういうふうにサービスを掛け合わ

せることができるだろうか。今では法律的な壁がた

くさんあるので、一足飛びにはいかないということ

ですけども、まず始める、そういった実証実験だと

考えています。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今、橋本課長から説明をいた

だいて、多少焦点が当たってきたなと思っておりま

して、１０年、２０年先を見据えて、公的な機関と

いうのは当然、郵便局もそうだし、それから、振興

局やコミュニティの一部の面もそうですし、そこを

できるだけ収れんしながら地域サービスを残して

いこうという方向性は理解しましたんで、マンパワ

ーは不足するんだろうなということも自分で思っ

てまして、あまり拠点を広げても意味はないんかな

と思って聞いておりましたけども、もうこの５年先、

１０年先を見据えてということであれば、そうなん

だろうということで、できるだけ、今、実証実験の
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さなかで、これからスタートして、多分丸になるん

でしょうけど、この応募に対しては、丸になるんで

しょうけども、しっかりと、それで、もう住民のニ

ーズを捉まえた公共的な施設の在り方を十分検討

していただきたいなと思っております。 

 なかなか人口減少が頭に、冠にありまして、大変

だなという気は私もしてますので、できるだけ有効

な、有意義なことになるようにぜひ努力をしていた

だきたいということを、これはもう質問ではござい

ませんので、よろしくお願いします。 

○分科会長（芹澤 正志） そのほか質疑はありませ

んか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） １４５ページの地域未来交付

金で、ちょっと教えていただきたいんですけど、先

ほど言われたのは、３件出して、１件不採択になっ

たと。その不採択の具体的な内容、詳細と、あと、

まず、お願いします。 

○分科会長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○経営企画課長（浪華  誠） 不採択の理由としま

しては、国のほうから来た通知文書をそのまま読み

上げますが、事業の内容と課題となっているＫＰＩ

との関連性がちょっと弱いといったところ。地方創

生事業に資するということがちょっと読み取りに

くい、そういう理由になっておりました。 

 ちょっと加えて、すみません、説明しますが、１

億３，８００万円余りを申請させていただいて、金

額ベースでいいますと、１億１，６００万円の交付

決定をいただいておりまして、申請額に対しては約

８４％の交付決定となっておりますので、おおむね

たくさんの交付決定をいただいたのかなと思って

おります。 

 これ、参考ですが、昨年も同じように地方創生の

関係の交付金を国に申請して、昨年度の交付決定額

は約６，０００万円でしたので、本年度につきまし

てはおおよそ２倍ぐらい、国のほうから交付金を交

付決定いただいてるっていう、そういった状況にな

っております。 

○分科会長（芹澤 正志） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） １件、ＫＰＩの関連の、それ

がこちらの思惑とは違ったことに関しては、それは

先ほどちょっと一般財源でできるということ、これ

は問題ないということでよろしいですか、できるっ

ていうことで。 

○分科会長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○経営企画課長（浪華  誠） 欲を言えば、全てお

認めいただきたかったんですけど、その分減額にな

った分は財政課とも相談をしまして、一般財源で手

だてをして、事業については当初予定どおり進めて

いくというふうにしております。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 賛否の確認をいたします。本案について、賛成と

する方は挙手をお願いいたします。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（芹澤 正志） 全員賛成と認めます。 

以上で委員会及び分科会に分担されました案件の

審査は終了しました。 

 ここで、その他報告事項も含めて、委員の皆さん、

当局職員の皆さんから何かありましたらご発言願

います。 

 米田委員。 

○委員（米田 達也） ここでお尋ねするのが適正か

どうかは分からないんですけど、今朝、グループウ

エアで、また事務処理誤りっていうことで５件ほど

上がってきてるんですけど、何か最近、ちょっと事

務処理誤りが多いんじゃないかなと思ってまして。

これが、いや、今年は少ないですよって言われたら

もっと困るんですけど、よく対応でダブルチェック

っていう言葉を使われて、今後再発防止に努めます

っていう言葉があるんですけど、それが本当に、機

能してたら、もう同じような、よくここにグループ

ウエアとかで届く事務処理誤りの内容っていうの

が似たようなケースが多いなと感じているところ

で、そこに本当にダブルチェックという機能が働い

てるんであれば、もう少し減るというか、本来こう
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いうことって起こり得ないんじゃないかなと思っ

てるんですけども、所管として、それが徹底されて

るかどうかっていうのをお伺いしたいと思います。 

○分科会長（芹澤 正志） 谷口市長公室長。 

○市長公室長（谷口 雄彦） まず、事務処理誤りを

減らしましょうと旗を振ってる市長公室で、３３０

万円ぐらいの補助金頂けなかったということを引

き起こしまして、まずそこをおわびしなければなら

ないと思ってますけども、それを機に、まず、事務

処理誤りが起こったら、ＤＸ推進課に必要に応じて

相談をして、事務の手順をしっかり見直そうと。そ

の手順の中で何が抜けていたのか、新しい、どうい

う手順が必要なのかっていうことをしっかりやり

ましょうということは、掛け声としてはやってるん

ですけども、いつもはそこまで行かずに、担当課の

ダブルチェックということで終わってしまってま

して、この間、庁議でもちょっとその話はさせてい

ただいたんですし、副市長からもダブルチェックを

逃げにしてないかと。ダブルチェックしますという

ことで終えてないかというような問題提起もあっ

て、そもそもダブルチェックすべきですし、そのた

めのダブルチェックでまた仕事が増えるだけの話

なので、やっぱり我々が市長公室として犯したミス

をしっかり手順を整理をして、ここでこういう手続

が抜けてましたということをみんなで共有しなが

ら、ぜひ皆さんも今後はこういった形で原因を探っ

て、対応策を考えていきましょうというお願いをし

たところでございまして、基本、ミスはないにこし

たことはないんですが、人間がすることですので、

一定ミスは起こり得るということを前提に、ただ、

ひょっとして、ヒューマンエラーとか、防げたもの

っていうのはしっかり防いでいこうということで、

改めて部長級にお願いをしたところでございます。 

○分科会長（芹澤 正志） 米田委員。 

○委員（米田 達也） お忙しいことは当然理解もし

とるんですけど、何か最近ちょっと件数が多いんじ

ゃないかなと思ったところで、また今後、こういう

ことが少しでも減るように、全庁横断的に取り組ん

でいただいて、やっていただきたいと思います。以

上です。 

○分科会長（芹澤 正志） ぜひとも、隣は何をする

人ぞじゃなくて、何をしているかということは、も

う皆さんが目配りをよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 ほかにございませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、当局の皆さん

は、税務課及び消防本部を除いて退席いただいて結

構です。お疲れさまでした。 

 じゃあ、暫時休憩します。再開は１０時３５分。 

   午前１０時２５分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時２９分 委員会再開 

○委員長（芹澤 正志） それでは、委員会を再開い

たします。 

 議事順序を変更し、これより、４の報告事項、（１）

令和８年度固定資産情報検索システム搭載写真更

新業務における業務内容の変更についてに入りま

す。 

 それでは、説明をお願いします。 

 税務課、塚本課長。 

○税務課長（塚本 尚見） 令和８年度固定資産情報

検索システム搭載写真更新業務における業務内容

の変更についてご報告させていただきます。 

 ３月の総務委員会におきまして、令和８年度予算

の歳出の新規事業としてご承認いただいておりま

す固定資産情報検索システム搭載写真更新業務１，

２５８万７，０００円について、仕様の一部を変更

させていただきますので、ご報告いたします。 

 ３月の委員会においては、現在利用している情報

検索システムに搭載している令和２年撮影の航空

写真データを、最新の衛星写真データに更新するも

のとなりますとご説明しておりました。当初はコス

ト面を考慮し、衛星写真での更新を予定しておりま

したが、委託業者との調整の結果、地図情報レベル

を２５００分の１に落とせば、より精度の高い航空

写真での更新が可能であるという提案をいただき

ました。航空写真に変更することで撮影条件の調整
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ができ、光の入り加減でできるハレーション等の影

響を抑えられるため、航空写真を利用する方向で一

部事務を進めさせていただいております。 

 なお、これに伴う費用につきましても、当初予算

内で収まることから補正は行わず、そのまま進めさ

せていただきます。ご理解のほどよろしくお願いし

ます。 

 以上、税務課からの報告とさせていただきます。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） よろしいですか。 

 質疑を打ち切ります。 

 それでは、塚本課長はここでご退席いただいて結

構です。お疲れさまでした。 

 それでは、次に、４の報告事項の（２）のオーバ

ーホールによるはしご車の不在についてに入りま

す。 

 それでは、説明をお願いします。 

 消防本部、土肥部参事。 

○消防本部参事（土肥  貢） お時間いただきあり

がとうございます。 

 それでは、オーバーホールによりますはしご車の

不在につきまして、ご説明をさせていただきます。 

 まず、はしご車につきましては、高所作業を伴う

車両であり、はしご自動車の安全基準によって、運

用開始からおおむね７年目に初回のオーバーホー

ル、いわゆる大規模分解整備ということになります

が、これを実施して、それ以降につきましては、５

年ごとにオーバーホールを実施するということが

定められております。 

 豊岡消防署に配備しております３５メートルは

しご車につきましては、前回、２０２１年度に初回

のオーバーホールを実施してから５年が経過する

ことになりますので、今年度、オーバーホールを実

施するというものになります。整備期間につきまし

ては、今年の９月から１１月までの３か月間を予定

しておりまして、その間、兵庫県三田市にあります

株式会社モリタテクノスに整備として入庫するこ

とになります。 

 はしご車の不在期間中に、はしご車を必要とする

災害が発生しました場合には、城崎分署配備の１３

メートルブーム付多目的消防自動車を運用すると

ともに、必要に応じまして、近隣消防本部に消防相

互応援協定に基づいた出動要請を行うこととして

おります。このことにつきまして、ご了承賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

 私からの説明は以上となります。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 近隣市町よりの相互応援とい

うことでしたけども、どの辺が対象になるんですか。 

○委員長（芹澤 正志） 土肥部参事。 

○消防本部参事（土肥  貢） 近隣消防本部のはし

ご車の配備状況についてご説明をさせていただき

ます。 

 まず、南但消防本部がございます。南但消防本部、

朝来市、朝来消防署のほうに１５メートルのはしご

車、それから、美方広域消防本部、こちらにつきま

しては１３メートルのブーム車、あと、福知山市消

防本部につきましては、２５メートルのはしご車、

あと、姫路市消防局なんですけれども、こちらにつ

きましては、２５メートル級のはしご車が３台と４

０メートルはしご車が１台、さらに、５０メートル

のはしご車が１台ということになっております。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（芹澤 正志） 米田委員。 

○委員（米田 達也） すみません、ちょっと聞き逃

してたらすみません、このオーバーホールされるは

しご車は何メーター。 

○委員長（芹澤 正志） どうぞ。 

○消防本部参事（土肥  貢） ３５メートルでござ

います。 

○委員（米田 達也） すみません、以上です。 

○委員長（芹澤 正志） ほか、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（芹澤 正志） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 それでは、消防本部の皆さんはここでご退席いた

だいて結構です。お疲れさまでした。 

○委員長（芹澤 正志） それでは、これより議事順

序を元に戻しまして、３の協議事項、（２）の意見・

要望のまとめについて、アの委員会意見・要望のま

とめに入ります。 

 当委員会に審査を付託されました案件の審査は

終了しましたので、ここで委員会意見・要望として、

委員長報告に付すべき内容についてご協議いただ

きたいと思います。 

 暫時休憩いたします。 

午前１０時３５分委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時３６分委員会再開 

○委員長（芹澤 正志） 再開いたします。 

 委員長報告についてですけども、この内容につき

ましては、正副委員長にご一任願いたいと思います

が、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

   午前１０時３７分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時３８分 分科会再開 

○分科会長（芹澤 正志） 分科会を再開します。 

 これより３の協議事項、（２）の意見・要望のま

とめについて、イ、分科会意見・要望のまとめにつ

いてに入ります。 

 当分科会に審査を分担されました案件の審査は

終了しました。 

 ここで分科会意見・要望として、予算決算委員会

に報告すべき内容について協議をいただきたいと

思います。 

 暫時休憩します。 

午前１０時３９分分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時４０分分科会再開 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、分科会を再開

します。 

 分科会長報告についてですけども、内容につきま

しては、正副分科会長に一任願いたいと思いますが、

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芹澤 正志） ご異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 以上で分科会を閉会します。 

   午前１０時４１分 分科会閉会 

──────────────────── 

   午前１０時４２分 委員会再開 

○委員長（芹澤 正志） 委員会を再開します。 

 これより（３）の閉会中の継続審査申出について

に入ります。 

 資料４ページにあります委員会重点調査事項を、

閉会中の継続審査事項として、議長に対して申し出

たいと思いますが、これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 それでは、これより（４）の行政視察報告書につ

いてに入ります。 

 去る５月１８日から２０日までに実施いたしま

した行政視察の報告書（案）につきましては、先日

配信したばかりです。ご一読いただきたいと思いま

すが、内容について修正等、お気づきの点がござい

ましたら、この場でご意見を願います。 

 ご覧いただきまして。（「よろしいでしょう」と

呼ぶ者あり）よろしいですか。ありがとうございま

す。 

 改めまして、もう一度チェックして上げたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

 内容については、正副委員長にご一任いただきた

いと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ご異議がありませんので、

そのように決定しました。 
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 これより３、協議事項、（５）の市民との意見交

換会についてを議題といたします。 

 ５月２５日発行の議会だよりで、意見交換を希望

する団体を６月１１日期限で募集しましたが、応募

はありませんでした。 

 暫時休憩いたします。 

午前１０時４４分委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時４５分委員会再開 

○委員長（芹澤 正志） それでは、委員会を再開い

たします。 

 提案としまして、まちづくりアドバイザーの佐伯

亮太さんと、安枝さんに人口減少対策等についてお

話をいただきたいと思います。できましたら、いつ

も話を聞いて終わるんじゃなくって、実際、本当に

具体的な対策に向けて勉強していきたいと思いま

すので、そのような方を招いてっていうことでよろ

しいでしょうか。（「異議なし」と呼ぶ者あり）あ

りがとうございます。 

 それでは、日程についてですけども、ただ、こち

らの提案された日程から、先方さんが調整していた

だけるということですので、第１、第２、第３希望

ぐらいまで、ここで決めさせていただければありが

たいと思いますけども、おおむねお盆ぐらいまで、

８月いっぱい、どっちか。 

 もしお盆までなければ８月中、９月議会にかから

ないぐらいと思ってます。皆さんのスケジュールは

いかがでしょうか。 

○副委員長（太田 智博） お盆まで。 

○委員長（芹澤 正志） まず、ちょっとお盆までで

調整……。 

○委員（福田 嗣久） 事務局と委員長で大体絞った

らどうですか。 

○副委員長（太田 智博） 何日か候補日上げて。 

○委員長（芹澤 正志） じゃあ、一度上げて、皆さ

んに投げかけますので、またそれでよろしいでしょ

うか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 では、先方と調整しまして、幾つかの候補日を皆

さんに配信したいと思いますので、ご確認をよろし

くお願いしたいと思います。 

 それでは、５のその他に入ります。 

 その他、委員の皆さんから何かありましたらお願

いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） いいですか。 

 それでは、以上をもちまして総務委員会を閉会い

たします。お疲れさまでした。 

午前１０時４６分委員会閉会 

──────────────────── 
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